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集中脱葉施設導入後の地力維持とサトウキビ生産の関係

菊地香・比嘉利国・川満芳信・上野正実・平良英

KohmKUCHLToshikuniHIGA,YoshinobuKAWAMITSU,MasamiUENOand

EizouTAIRA：Relationbetweenfbrtilityofsoilmaintenanceandsugarcane

productionaftertheintensiveleafLstrippingfacilitiesareintroduced．

要約

近年サトウキビ収穫量が減少している伊是名

村は，大型集中脱葉施設が最初に導入されたと

ころである．本稿の目的は施設の導入によって

サトウキビ生産が受けた影響を明らかにするこ

とである．さらにサトウキビ生産の向上させる

ために必要な条件を明らかにすることである．

分析結果から伊是名村におけるサトウキビ生

産量の向上に必要なことは，次の３点に整理し

た．第１に農家は土地作りや資源循環型の農

業の重要性が生産量増加に必要であることを十

分に認識している．第２に，肥培管理の培土は

十分に実施されているしかし灌概実施と深耕

である深耕の実施率が低い．肥培管理は十分な

実施に至っていない．肥培管理が十分でないた

め，単収は５ｔ台である．第３に，集中脱葉施

設の導入の結果，葉を剥ぐ作業が省略され高齢

者においてもサトウキビ栽培の継続が十分可能

となった．そして収穫面積は増加したが，収穫

量は減少傾向にある．

1993年の集中脱葉施設の導入後，収穫面積は

増加しながらも収穫量は減少する結果から，単

収は低下している．この状況から脱却するため

に必要なことは，まず集中脱葉施設導入以前と

変わらない地力維持対策をとることである．

キーワード：集中脱葉，高齢化問題，肥培管理，

地力維持

Abstract

Asfbrthelzena-sonthatwasdecreasing

theamountofthesugarcaneharvestinre

centyears，thelargeintensiveleafL

strippingfacilitieswereintroducedfirst・

Thepurposeofthispaperistoclarifythe

influencethatthesugarcaneproductionre‐

ceivedbyintroducingfacilities、Ｉｎａｄdition，

aconditionnecessarytoimprovetopro‐

ducesugarcaneisclarified

ltwasarrangedtobenecessaryfbrthe

improvementinthesugarcaneproduction

quantityinthelzenavillagefromresultof

analysis，fbrnext3points、First，the

fnrmerisrecognizingthattheimportance

oftheagricultureｏｆｔｈｅｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔｏｆ

ｓｏｉｌａｎｄｔｈｅｒｅsourcecirculationtypeis

necessaryfbraproductionincreaseenough

Second，fbrtilizationmanagementmolding

isexecutedenoughHowever，theexecution

rateoftheirrigationexecutionanddeep

plowingislow、Thefertilizationmanage‐

ｍｅｎｔｈａｓｎｏｔｃｏｍｅｔｏｔｈｅｓufficientexecm

tionThefertilizationmanagementisnot

enough，ａｎｄｔｈｅｕｎｉｔｃｒｏｐｉｓ５ｔｌｅｖｅＬ

Ｔｈｉｒｄ，ｔｈｅｗｏｒｋｗｈｉｃｈｓｔｒｉｐｐｅｄｔｈｅｌｅａｆａｓ

ａresultoftheintroductionofintensive



沖縄農業第40巻第１号（2007）1０

畜産と耕種がそれぞれ特化し，お互いの連携が

十分にとられることなく経過してきた．このこ

とから畜産では家畜糞尿の処理問題，耕種では

地力低下の問題があらわれ，それぞれ解決され

なければならない問題であり，堆肥の有効な利

活用が今後農村では欠かせなくなってきている．

こうした中で，伊是名村では，収穫面積が増

加しながらも収穫量と単収がともに減少してい

る．収穫量減少の原因として考えられるものは，

地力の低下である．伊是名村では大型集中脱葉

施設が導入されてから剥葉後の葉を農地に還元

することなく現在に至っており，これが地力低

下を引き起こしているものとみられる．また収

穫面積が増加した理由として，以前は収穫時に

剥葉が必要であったが，大型集中脱葉施設の導

入により収穫は剥葉せずにそのまま製糖工場に

搬出することが可能となった．この省力化によ

り高齢者の定年帰農や高齢の担い手が離農せず

に就農できることで，収穫面積は増加している

ものとみられる．これは農村の労働力の質が低

下を伴っている．

以上の問題背景から近年における堆肥の利活

用に関した先行研究は山本（山本直之ら，2000)，

坂本定禧ら（2000)，肥培管理の適正化に関し

た研究では菊地（菊地ら，２００４；菊地，2005）

があげられる．しかし，沖縄県における廃棄物

系バイオマスの農業的な有効利用に関した研究

は，耕畜連携や地力維持に関した研究といった

ように様々な角度から行われてきたが，十分議

論されてきていないのが現状である．そして肥

培管理に関しては十分な研究蓄積がなされなが

らも，その研究成果が生産現場に反映していな

い．生産現場においても肥培管理の適正の重要

性が再認識されている．

本稿は大型集中脱葉施設が最初に導入された

伊是名村を事例に取り上げ，施設の導入|こよっ

leafLstrippingfacilitieswasomitted，and

thecontinuationofsugarcanefarmingbe‐

camepracticableinagedfarmers，And，ｔｈｅ

ａｍｏｕｎｔｏｆｔｈｅｈａｒｖｅｓｔｉｓｉｎｔｈｅｄｅcreasing

tendencythoughtheharveｓｔｅｄａｒｅａｉｎ‐

creased・

Fromtheresultwhichtheyieldde‐

creases，whiletheharvestingareain‐

creasesaftertheintroductionofintensive

leafLstrippingfacilitiesl993，theunitcrop

lowers，Ｆｉｒｓｔｏｆａｌｌ，athingnecessaryto

getridofthissituationｉｓｔｏｔａｋｅｔｈｅｆｅｒ－

ｔｉｌｉｔｙｏｆｓｏｉｌｍaintenancemeasuresjust

likebefbretheintensiveleafLstrippingfa‐

cilitiesintroduction．

Keyword:IntensiveLeafLStripping，Problems

ofanAgingPopulation，Fertilization

management，Fertilityofsoil

maintenance．

１．はじめに

バイオマスニッポン総合戦略が2006年３月に

閣議決定され，家畜糞尿や農産物の残澄は，廃

棄物系バイオマスとして利用の促進が早急に進

むものと期待されている．とくに離島で構成さ

れる沖縄県では，人間の生活の上で出る廃棄物

や生産によって発生する廃棄物を島ごとで廃棄

物を資源として位置づけて循環を図ることが必

要である．

これより以前に家畜排泄物処理法が2004年１０

月に制定され，畜産農家は家畜糞尿を野積みし

て放置することができなくなった．畜産農家は，

個別に家畜糞尿の適切な処理が必要となったが，

個々に対応できない場合は行政やＪＡが設立し

た処理施設に委ねなければならない．しかし，
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てサトウキビ生産が受けた影響を明らかにし，

さらにサトウキビ生産の向上させるために必要

な条件を明らかにする．こうした課題を検討す

ることは高齢者がサトウキビ農業を担っている

沖縄県の多くの市町村への参考になるものと考

えられる．

参考にして，農家の経営方式から適切な栽培方

法の検討を行った．本稿では，いかに栽培管理

を周到に行うかによって収穫量そのものが左右

されるものと考えている（武井，1980)．そし

て菊地らは肥料投下しながらも肥培管理がおろ

そかになっていると指摘しており（菊地ら，

2004)，不適切な肥培管理により，収穫量が減

少しているとみられる．つまり農業の担い手が

兼業に深化した者や高齢者であり，そうした農

家では作業をいかに短時間に能率良く行うこと

が第一とされ，収穫量の増加はこの次になって

いる．また，農家の生産力を規定するものは，

肥培管理だけではなく土地生産性の向上と土地

収益性である．これらについても検討を行うこ

とがサトウキビ生産量の増加には不可欠である．

土地生産性と肥培管理は表裏一体であり，また

土地収益性と肥培管理もまた表裏一体の関係で

ある．つまりこれらのことが有機的に機能しな

ければサトウキビの収穫量は向上することは困

難である．

以上を低単収の原因として仮定して，サトウ

キビ農家へのアンケートを実施した．アンケー

ト票の配布は，2004年11月５日に郵送にて配布

し，アンケート票の回収とあわせて面接調査を

2004年11月15～17日に実施した．アンケート票

の回収は諸見集落104戸の中から55戸であり，

面接調査は55戸に対して行った．アンケート項

目はサトウキビ栽培に関する調査について作型，

灌概の有無，深耕の有無，培士の有無である．

地力維持に関する調査について循環型農業に対

する意向，土作りに対する意向である．面接調

査の項目は経営主年齢，後継者の有無である．

また面接調査の実施に併せ，村役場やＪＡに対

して，村内のバイオマス循環の現状についても

聞き取りを行った．対象となった農家の収穫面

積と収穫量についてはJAおきなわ伊是名工場

２．調査方法

本稿では，連作と化成肥料の多投によりサト

ウキビ生産量が減少したものと考え，サトウキ

ビ生産量を増加させるためには地力維持が必要

であると考えている．この問題をより顕在化し

ている地域である伊是名村を本稿の事例として

取り上げる．伊是名村は沖縄本島の本部半島か

ら約30kｍに位置する離島であり，村内はサト

ウキビ畑と水田がある農村地帯である．伊是名

村は農作業の効率化を図るために大型全茎集中

脱葉施設を沖縄県でいち早く導入したところで

ある．この施設を導入した後に，収穫面積は増

加したが，収穫量は増加していない．集中脱葉

施設によって剥葉作業は不要となり肥培管理が

簡便化され，高齢者であってもサトウキビ生産

の継続が可能となった．しかし従来のサトウキ

ビは剥葉後に枯葉を農地に還元して地力維持を

図っていたが，現在では地力収奪的なサトウキ

ビ栽培になって収穫量が減少しているものと考

えられる．

本稿ではメールアンケートとして，地力維持，

収穫量増加，生産管理に関わる農家の意向を中

心にした農家を実施した．その結果から肥培管

理の精度が現在の収穫量と比べ妥当であるのか、

そして生産量を増大に対応したものであるか検

討するｎ.メールアンケートではこのことを念

頭にして行い，細かい栽培管理のあり方を面接

によって調査した．肥培管理の基準は『さとう

きび栽培指針』（沖縄県農林水産部，1999）を
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における生産実績データを分析資料として採用

した．

減少している．しかし，割合でみると40％前後

で推移している．全作業委託した農家は１０％以

下であり，部分作業委託が中心となっている．

部分作業委託は耕起が25％以上であり，収穫が

1995年以降20％前後となっているその他の作

業については，委託することなく自作が中心と

なっている．伊是名村においては委託実施農家

の割合は90％前後である．全作業委託する農家

は５％に満たないものの，部分委託する農家は

多い．防除では85％以上が作業委託している．

収穫については，1990年以前は農家自らが手刈

で収穫していためか10％以下であった．しかし

60歳以上の農業就業人口の割合が増加し，１９９５

年以降は収穫を委託する傾向にある．これは19

93年に全茎集中脱葉施設がされながらも，農業

就業人口それ自体の高齢化が収穫作業を困難と

させているものとみられる．

３．沖縄県及び伊是名村におけるサトウキビ生

産の現状

沖縄県及び伊是名村のサトウキビ生産にかか

わる経営耕地，農業機械，農業就業人口，農作

業委託を表１及び表２に整理した．沖縄県全体

の経営規模を1985年から2000年まででみると，

0.5～LOhaの層にピークがある．沖縄県はＬＯ

ｈａ以下でみると半数以上の農家が該当してお

り，経営規模が零細である．伊是名村では1.0

～2.0haの層にピークとなっている．伊是名村

の農家は水稲とサトウキビを栽培しているとこ

ろであり，このことから経営規模に差がみられ

ている．農業就業人口を年齢別にみてみると，

沖縄県では39歳以下の層は増加することなく一

貫して減少し，逆に60歳以上の層は増加してい

る．伊是名村の場合も39歳以下の層が増えるこ

となく，そして60歳以上の層は増加している

高齢化した農業就業人口を補うためには，農

作業の省力化が必要である．沖縄県において農

業就業人口の高齢化とともにトラクターの装備

率は高まっている．この傾向は，伊是名村にお

いてもみられている．また，農業所得のみでは

生計がたてられないことから農家は兼業化して

いる．兼業を円滑に行うためにも効率的な農作

業の必要`性が求められるこのこともトラクター

装備率が高まる原因でもある．専兼別でみると

沖縄県では専業農家が実数では減少しているが，

全体の割合としてみると増加傾向にある．増加

の原因は65歳以上の他産業就業のできない定年

帰農によるものである．

農業就業者の高齢化が進み，農作業の省力化

が望まれている中で，農作業の委託をみてみる．

表を見る限り沖縄県において委託実施農家数は，

４．全茎集中脱葉施設導入後のサトウキビ生産

の実態

伊是名村では農業就業者の高齢化と農作業の

外部化が進展している．従来であるならば高齢

化によって農地の耕作放棄化が進むが，伊是名

村では高齢者の帰農が進んでいる．帰農が進む

要因として考えられることは，収穫作業の省力

化にある．1993年に導入された全茎集中脱葉施

設は，収穫前に一株ごとに剥葉しなければなら

なかったが，その作業を省略することが可能と

なった．これにより高齢者であっても農業作業

を行うことが可能となった．しかし，施設導入

は農作業の省力化という良い面だけではなく，

別の問題を発生させている．

全茎集中脱葉施設の導入前後の単収と収穫面

積の推移を図’に示す．導入以前は，収穫作業

の困難さから農家がサトウキビに力を入れない

ため全収穫面積が300ha前後で推移している．
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しかし導入後は350ha前後となっており，剥葉

作業の省力化の効果は高く，1996年には409ｈａ

となった．収穫前の剥葉作業の省力化によって

収穫面積が増加につながっている．農業就業人

口の高齢化は，従来であれば離農につながるが，

剥葉作業の省力化によって，人力で行う作業は

少なくなった．そして従来の肥培管理と収穫を

行うことでサトウキビ栽培が可能となり，こう

した形態は高齢農業就業者の多い伊是名村で受

入られた．全収穫面積が増加する中で，導入以

前の単収は1986年の4,932kgを除いて6,000ｋｇ

以上であり，安定した単収であった．導入直後

の単収は大きな変化がなく，6,000kg以上で推

移したが，1996年以降6,000kgを下回り，近年

では4,000kg台に落ち込んでいる．

単収の低下の原因として地力維持方法に原因

があるとみられる．収穫前に剥葉して葉を土壌

に還元していた１９９３年以前は単収が安定的に

６ｔ前後に推移していたが，1994年以降では単

収が６ｔ台を維持することができず，不安定な

単収となっている．図２に1985年から2004年ま

での土壌に還元されていたはずのトラッシュ量

と単収の推移を示す2)．単収とトラッシュ量に

関しては有意差があり，地力維持のためにトラッ

シュの農地還元は重要であったことを物語って

いる．1993年に全茎集中脱葉施設が導入された

以降，農家は剥葉を省略した収穫したことから

ｌＯａ当たりのトラッシュ量が増加する傾向にあ

る1993年以前のトラッシュは１０ａ当たり最大

205.6kg/１０ａ（1988年），最小107.6kg/ｌＯａ

(1986年)，平均154.6kg/１０ａであった．しか

し，全茎集中脱葉施設の導入した1994年以降の

11カ年で最大848.0kg/１０ａ（2004年)，最小

366.6kg/lＯａ（1994年）であり，平均601.9ｋｇ

/ｌＯａとなっている．1993年以前では約150kg／

ｌＯａが剥葉後，圃場に還元されていたものとみ

られる．全茎集中脱葉施設の導入された後の３

年目で単収が４ｔ台に落ち込み，1993年以前の

６ｔ台を回復していない．全茎集中脱葉施設は

剥葉した枯葉は，廃棄物として村内の堆肥化施

設の添加物となる．本来であれば各農家の農地

に還元していたものが，特定の農家にだけ還元

することとなり，全体的にみると施設の導入に

よって地力は収奪されてしまった．そして図に

あるように導入してから３年後に伊是名村の地

力が低下してしまった．全茎集中脱葉施設の導

入は，高齢者であっても省力的なサトウキビ栽

培が可能となる反面，地力は低下して収穫量は

減少し，農家としてみれば農業経営費は不変で

あるが農業粗収益の減少となる．つまり農業所

得の減少につながり，農家の再生産がますます

困難となる．省力化を目指した全茎集中脱葉施

設の導入は高齢者の農業離れを抑えたものの，

地力収奪となるサトウキビ栽培となって単収は

低下となった．

５．作業管理の実態及びアンケートの結果

収穫面積規模から事例農家の概要を表３に整

理した．単収は６ｔ以下であり，全般的に低い

水準である．農業従事者１人当たりの収穫面積

は７６８ａであり，収穫面積規模は小さい．経営

主年齢は59.9歳であり，最年少37歳，最年長８４

歳であった．３０～45歳の年齢層は５戸であるの

に対して，６０歳以上の年齢層は21戸であり，事

例農家は高齢の経営主が多い．農業従事者は，

1.7人であり，経営主夫婦を基本としながらも，

若干の農家において経営主1人で農作業に従事

している農家がある．肥培管理については，灌

概，培土，深耕について整理し，施肥における

堆肥の利用希望率について整理した．これによ

れば培士は89.8％農家が実施しており，培土は

問題のない状態であるしかし，灌慨や深耕に
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農業の重要`性を認識している．一方，循環型農

業を実施していない農家は７戸であり，これら

の農家は兼業に特化しているとみられる．以上

のことから地力を増進させることの意義を十分

に認識している農家が半数を超えている．

ついては50％以下の実施である．サトウキビは

干害に弱いことから，生育旺盛な時期に潅水で

きないことは，生育を阻害してしまう．また収

穫後の畑の更新時に深耕する深耕を実施してい

ないことは，サトウキビ植付後の根はりを促進

できない．したがって深耕をせず，灌概もあま

り実施していない状態で培士のみ実施したとし

ても，肥培管理は十分に行われたとはいえず，

その結果としての単収は高くなることはない．

士作りに欠かせない堆肥であるが，ＪＡおき

なわ伊是名支店によれば，村内の畜産業を営む

組織が２経営体と少ないＪ耕種農家の数に比べ

村内の有機質の供給源が限られ，堆肥は需要量

の40％程度しか供給できず，村外に依存せざる

をえない．堆肥の原料となるものが不足してい

る伊是名村では，士作りに関係する原料であれ

ば有効的に利用したいとする傾向がある．村内

にある畜産農家から排出される家畜糞尿は，堆

肥センターで処理されており，畜産廃棄物の処

理問題は，他の離島と比べ問題化していない．

しかし家畜飼養頭数が少ないことから，有機質

の絶対量が不足している．このことは剥葉後の

枯葉を農地還元しなくなった，地力収奪型のサ

トウキビ栽培をする伊是名村において地力維持

を困難にさせている．

地力収奪的な農業を展開している伊是名村で

は，生物資源の循環をすることがサトウキビ生

産量を増大させることにつながる．全茎集中脱

葉施設を導入したことで剥葉後の枯葉を農地に

鋤き込まなくなったことから，農地の地力が低

下していることは図２に示したとおりである．

地力増進には現在の地力収奪から循環型の農業

に転換していくことが望まれるしかし，実際

に実施している農家は表４に示すように８戸で

あり，非常に少ない．今後実施を考えている農

家は20戸であり，実施中を加えて28戸は循環型

６．おわりに

本稿の分析によって，伊是名村では『さとう

きび栽培指針』にある肥培管理作業の潅水や深

耕が十分に実施されておらず，単収増加につな

がっていない．また全茎集中脱葉施設の導入の

結果，剥葉後の枯葉が農地に還元されることな

く地力収奪的な栽培が収穫量を減少させている

ことが明らかになった．剥葉作業の省略によっ

て高齢者であってもサトウキビ栽培が可能とな

り，収穫面積は増加したが，収穫量が減少した

のでは作業を省力化した意味をもたない．

以上のような状況から脱却するために必要な

ことは，十分な肥培管理の実施と地力対策が必

要である．全茎集中脱葉施設の導入以前の農家

は，剥葉後の葉を圃場に還元することで地力を

高めながら生産力をあげる栽培を行っていたが，

導入後の農家は剥葉後の葉の圃場還元に代替す

る地力維持対策をとっていない．現状のサトウ

キビ栽培は，地力収奪的な栽培であり，収穫量

を増加させるためには低下した地力を増進させ

ることが最重要課題である．
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（注）

１）金沢夏樹（1993）によれば，「多肥への道

を肥培管理の周到化によって消化し解決する

ことであった.」とされており，サトウキビ

における多肥化は，周到な肥培管理が必要と

なるはずである．しかし実際は兼業化して，

周到な肥培管理がなされていない．

2）トラッシュは，枯葉，梢頭部，土砂，枯死

茎，病害茎のことであるが，全茎集中脱葉に

よる収穫以前では，トラッシュ率が高くなる

と農家手取りがすぐなくなるめ枯葉，梢頭部，

枯死茎，病害茎を除去してから収穫をし，枯

葉と梢頭部は圃場に還元して地力維持を図っ

ていた．

金沢夏樹１９９３「新しい農民層は生まれるか」

『前掲書｣，東京大学出版会（東京)，ｐｐ３６－

６１．

菊地香・川満芳信・上野正実2004．「品質取引

後における北大東村サトウキビ作の経営改善

に関する基礎的研究」『農林業問題研究｣，４０

（１），ｐｐ・’88-193．

沖縄県農林水産部1999．「さとうきび栽培指

針要領』沖縄県農林水産部（那覇)，ｐｐ､６８．

坂本定禧・佐藤豊信・横溝功・駄太井久2000．

「耕種農家による堆肥需要の計量的分析一牛

糞堆肥のリサイクル利用を目的として－」

『農業経営学研究』，３８（１），ppll-20・

武井昭1980．「農作業管理の性格とその限界｣，

児玉賀典編著『農業経営管理論｣，地球社

（東京)，ppl36-l69・

山本直之・生雲晴久・山口武則2000．「野菜生

産農家における堆肥利用の実態と問題点」

『農業経営研究｣，３８（１），ppl21-l24．
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注１）トラッシュ量＝収穫量×トラッシュ率÷100・・・（１）

１０ａ当たりトラッシュ量＝（１）÷収穫面積×１０

注２）単収とトラツシュ率には５％の有意差があった．

表１．経耕地面積及び農業就業人ロの推移．
単位 ％）

農業就業年齢別人口

30～3９４０～5９６０～6４

５，４８７２６，１６５9,661

464817,4967,916

２，７５７１１，７０１７，３５１

１．６９６８．４８８５，１２７

８．１３８．６１４．３

９．３３５．２１５．９

６．９２９２１８．４

5.0２５１１５．２

３７２２９９１

４６１５５８０

３１９１７５

１８７６３７

７．１４３．９１７．４

９．７３２６１６．８

７．８２３０１９．０

５．９２４．８１２１

経営耕地面械規模別農家数（販売農家）

例外規定0.5ha以下0.5～Ｌ01.0～2.02.0～３．０３.Oha以上

専液別

癬蕊膿家鱸鱸騨鱸 65歳以上

１８，７４５

１５．８１７

１５，８４６

１６４９２

２７．７

３１．８

３９．６

４８８

１５１

１８０

１９２

１６６

２８９

３７．９

４８６

５４２

15～29歳

７，６５７

３，８８６

２，３８２

１，９７４

１１３

７．８

５．９

５．８

１４

１４

６

９

２．７

２．９

１．５

２．９

10,876

9167

8457

７．８８２

9,651

6351

5,256

4,531

22,703

13`５６２

１０`086

７．５３５

３９６

１，６００

１，１０９

９６０

1９，４８８

６，３３６

５．４７９

４．２４１

12,153

10852

７．６２２

６．１０４

6985

6`１９９

５．２８３

４．５４０

2`３４３

２`１７８

２．１２７

１．８４７

1．８６５

１，９１５

２，１７９

２．２５６

沖
縄
県

一
伊
是
名
村

525

46.6

42.4

37.8

９
５
７
８

ｏ
ａ
４
４

45.1

21.8

23.0

21.3

281

37.3

320

30.6

1６．２

２１．３

２２２

２２８

４
５
９
３

●
●
●
●

５
７
８
９

４．３

６．６

９．２

１１．３

25.2

31.5

35.5

39.5

22.3

21.8

221

22.7

２
３
８
３

８
９
６
７

1７３

１３９

１３６

１３３

６
２
１
８

９
４
４
２

1１５

９５

１０６

７３

1２３

１３９

１１１

８６

８
３
２
４

１
３
３
３

1１１

９２

１１３

６０

３
２
７

30.3

28.4

35.6

22.6

47,3

42.9

42.9

50.0

３
９
６
６

０
０
０
２

26.2

130

12.9

10.5

31.4

29.3

33.4

27.4

33.6

42.9

35.0

32.3

４．９

１ｑ２

１０１

１２．８

３．６

ａ７

７．９

１４．３

224

28.7

21.5

27.4

資料：農業センサス集糟カードより作成．

表２．作業委託及び農用機械の保有状況．
立：戸 ％

動力耕運

機・トラ
クター歩
矛干刷

動刀枅〕塵

機・トラ
クター１５

，ｓ未満

部分委託させた農家

植付け中耕・培防除収穫
土

全作業委
託させた

農家

トラク

ター15～

３０pｓ

トラク

ター３０ｐ
ｓ以上

トラク

ター装備
率

委託実農
家 耕起・整

地

ｌ

実
数

2,588

2,249

2,543

2.498

1,961

2,632

3,197

3.506

1６，８５７

１２，９７３

９，２７５

８，０７９

２４

９４

１２７

４０４

1１，５６７

９０９４

６，２７９

５，３０５

８３８

７２３

９２８

１，２１２

4,046

2,906

2,237

1.851

5,389

4,217

2,308

1,866

2,900

3,916

4,822

3,784

9,506

9,955

9,795

8,557

2018

2,617

3,165

2,723

沖
縄
県

割
合

390

44.6

39.0

40.5

2６８

３１．３

２６４

２６．６

19

2.5

3.9

6.1

９４

１０．０

９．４

９３

1２．５

１４．５

９．７

９．４

６．７

１ａ５

２０．３

１９０

22.0

342

41.2

42.9

６．０

７．７

１０．７

１２５

４７

9.0

13.3

13.7

４．５

９．１

１３．４

１７．６

37.2

60.0

78.6

86.6

１
３
５
０

０
０
０
２

毒
１
－

328

322

313

247

０
１
４
９

324

321

309

241

３

２７

１２２

５４

３
９
０

７
４

０
７
５
７

７
３
２
４

1１

１１

２１

１８

５
６
４
０

２
５
７
８

1０６

９８

９８

４５

０
６
４
５

６
７
６
６

８
０
５
３

１
４
２

伊
是
名
村 63.7

85.5

84.9

95.9

89.6

99.4

98.7

92.9

０
３
３
４

●
ロ
■
●

０
０
１
３

290

30.2

30.9

16.9

16.4

23.5

20.2

24.4

２２

３１

１４．２

８．６

88.5

991

97.5

906

０．８

ａ3

38.5

20.3

34.7

53.4

470

414

1９．１

１１．４

７．９

１７．７

０
４
６
８

●
●
●
●

３
３
６
６

6.8

17.3

23.3

30.1

資料：農業センサス集落カードより作成．
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表３．事例農家の概況．
(単位：戸，人，ａ，歳，％）

農業従砺者

一人当たり

の収極iHihli

７６．８

１６．７

５０．５

６９．７

１４８２

１５０８覇ｉｔごiiiiii
経営主年齢

平均標準偏差

５９９１３．３４

６４２１４．８９

６２５１５．４８

５８．３１１３６

５７．１８６８

５３．８１２．６０

瀧概実施
率

４４．９

３３．３

５０．０

４７．１

４２．９

５０．０

培土実施
率

８９．８

７７．８

９１．７

８８．２

１００．０

100.0

堆肥の利

用希望率

８５．４

７７．８

８３．３

８７．５

１００．０

75.0

深耕実施率単収

490

33.3

58.3

52.9

42.9

50.0

5,419.6

4,603.3

5,4014

5,562.9

5,266.1

5,504.2

注）：単収は「収穫壁÷収穫面積xlO」でiil-算した．

表４．事例農家の地力に関した意識．

循環型農業に関して

どちらともいえ
今後実施

ない

ﾉｰＵ ％Ｆｉ％

２０１２

２２２２１１１．１

４３６．４４３６．４

９５２９５２９４

４６６．７２３３．３

１２５０００．０

土作りへの意織

どちらともいえば識していない
ない

ノ’％戸％

実施しない

戸％

７

３３３．３

１９１

１５９

００．０

２５０．０

実施中

卜！％

８

３３３．３

２１８２

２１１８

０００

１２５０

意識している

戸 ％

農家数

５０ａ未満

５０～９９ａ

(参簿）１００～l９９ａ

２００～２９９ａ

３００ａ以'二

2９ 1６ ４

４４．４

３３．３

６４７

85.7

100.0

３
８
４

3３３

６６７

２３５

１４．３

０．０

２
０
２
０
０

４
４
１
６
４

１

22.2

００

１１８

００

０００

出典：i凋査結果より作成．


